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要 約 

本稿は読み障害および読みの獲得と音韻との関係に関する研究の動向を概観し、我が国における読

み研究の今後の課題について論じたものである。はじめに、言語学的な知見をふまえた読みと音韻と

の関係に関する欧米の研究を概観し、1) 語の音韻的複雑さ、2) リズム・ストレスに視点を当てた研

究を紹介した。最後に、言語学の知見をふまえた我が国の読み研究の必要性について述べた。 
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1． はじめに 

読み障害は典型的には言語の音韻の障害に起因すると定義づけられており 1)、英語圏を中心に読み障害は音韻

と密接に関係していることを示す研究が数多くなされてきた。我が国においても、音韻に着目した読み障害に関

する知見が蓄積されている 2-9)。一方、読みの獲得にも音韻が重要な役割を果たすことが知られており、日本にお

いても読みの獲得と音韻との関係に関する研究や、読み障害の早期発見を目的とした定型発達児の研究がなされ

てきた 10-16)。 

欧米では言語学的な枠組みを用いた、読み障害を含む言語障害児がもつ音韻の困難さに関する研究が行われて

いる 17)。しかしながら、我が国における読み研究は音韻意識に関するものが多く、音韻処理能力を評価する呼称

課題や単語・非語の復唱課題についても速さや誤答数、モーラ数を比較するだけにとどまり、音韻について言語学

的な知見からふみこんで検討した読み研究は少ない。そこで、本稿では音韻論の知見に基づいた読み研究に着目

する。まず、言語学的な知見をふまえた読み障害および読みの獲得と音韻との関係に関する欧米の従来の知見と

近年の研究を紹介する。次に音韻論の知見をふまえた我が国の読み研究における今後の課題について述べる。 

 

2． 欧米における言語学の知見をふまえた読み研究に関する従来の知見 

音韻の困難さは読みの困難さのみならず、発話面の困難さにもつながる。読み障害児は就学前から発話面の発

達が遅れがちで、小学校入学後に読み書き学習の困難が表面化するといわれる 18)。したがって、本節では音読お

よび発話に関する音韻の処理を中心に読み障害と読みの獲得研究を概観する。また、音韻障害の影響は綴りにも

及ぼされることが明らかになっていることから 18)、そのことについても随時触れる。 

2.1 音韻に関する基礎的知識 

言語学的な知見に基づいた読み研究を紹介する前に、まず音韻についての基礎的な知識について言及する。音

韻の単位のうち、一番小さい単位は音素 (phoneme) と呼ばれ、V (vowel: 母音) や C (consonant: 子音) と表
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される。そして、それらの組み合わせとして音節 (syllable) がある。音節とは母音のまわりに子音が結合した

言語単位であり、窪薗 19)によれば、母親が子どもと手をつないでいる状態にたとえることができる。母音の前の

子音は頭子音 (onset)、後ろの子音は尾子音 (coda) と呼ばれる。音節構造は言語によって異なっており、英語

では CVC構造を基本とし、日本語では CV構造を音節の基本構造としている 20)。また、英語の音節においては頭子

音の位置では、splitの/spl-/ のように最多で 3つの子音が連続することが可能で、母音の後では屈折接辞も加

えると、textsの/-ksts/ のように最多で 4つの子音が連続することが可能である。一方、日本語は原則として子

音結合を許容せず、日本語で子音結合がみられるのは、頭子音の位置に 2つまでの子音結合を許すキャ (kja) や

キュ (kju) のような拗音のみである。 

音節は階層構造をなしており、英語は図 1のような音節内部の構造をしている (例: flounce)。音節の核とな

るのは母音でその部分はピーク (peak)、それに先行する子音 (群) はオンセット、後続する子音 (群) はコーダ

と呼ばれる。ピークとコーダがまとまってライムという構成素を成し、右枝分かれの構造を形作っている。これら

の知識をふまえて、読みと音韻に関する知見を概観する。 

 

 

図１ 音節の階層構造 (窪薗, 1998) 

 

2.2 語の音韻的複雑さの影響を検討した従来の研究 

まず語の音韻的複雑さが読み障害児や定型発達児の音読と発話に与える影響を検討した研究を紹介する。音韻

的複雑さには、1) 語における音節数 (単音節語よりも 2音節語の方がより複雑)、2) 語の音素の数と性質 (例: 

単純な子音からなる語［CVC］よりも、子音結合を含む語［CCVC，CCVCC］の方が複雑)、3) これらの要因の相互作

用 (音節数が多く、子音結合が多い語が難しい) があるという 21)。以下、それぞれについて述べる。 

１) 音節数に着目した研究 

読み研究において、語の音節数の影響については古くから多くの研究がなされてきた 22,23)。読み障害児は音節

数が多い、つまり多音節語の読みに困難をもつことはよく知られている 24)。一方、読みの獲得においては小学校

１年生時に単音節語を正しく読むことができるようになった後、小学校 2 年生では多音節語も正確に読めるよう

になるといわれている 24)。定型発達児を対象にした Ferrand22)は、2音節語と 3音節語を用いた音読課題を行った。

その結果、高頻度語においては音節の長さの効果はみられなかったが、低頻度語と非語においてはその効果が表

れたと報告している。 

また、語の音節数は発話にも影響を及ぼすことが明らかになっている。読み障害の音韻の困難さを反映する発

話の課題の一つに非語の復唱課題があり、この課題は読み障害に限らず発達期の言語障害をもつ子どもと健常児

を区別するためによく用いられている 25)。非語の復唱課題に使用する刺激語は一般的に語の長さが操作され、音

節数が増加するほど難しくなることが知られている 17)。読み障害児に対して語の音節数に着目して非語の復唱課
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題を行った初期の研究に、Snowling21)がある。2～4 音節語の実在語と非語の復唱課題を、読み障害児群と統制群

に実施した結果、両群ともに実在語に比べて非語の復唱が困難だったが、その差は読み障害児群の方が大きく、特

に 4音節非語で困難さが顕著であった。 

読み障害児がもつ発話の困難さの一つである呼称においても、音節数の影響が成績に表れることが知られてい

る。Katz26) は使用頻度が異なる 1～4音節語の物の呼称課題を、読み障害児、平均的な読み能力の児童、読み能力

が優れた児童に行った。その結果、読み障害児は誤りが多く、特に低頻度語と多音節語で誤答率が高かった。  

さらに、綴りについても読み障害児が多音節語に特に困難をもつと報告されている 27)。 

２) 子音結合の有無に着目した研究 

音韻意識の研究における音節構造の複雑さの一つとして、子音結合の有無に着目した研究が行われている。

Treiman, & Weatherston28)は、幼児に対し、音節数が同じ CV、CCVの語頭の子音の抽出課題を行った。その結果、

CVよりも CCVの方が成績は低かった。これは CVが音節をオンセットとライムに分離すれば良いのに対し、CCVは

オンセットの子音結合を分離する必要があることによると考えられ、子音結合がある場合の方が音韻意識課題は

難しくなることが明らかになった。 

また、スペイン語においても、定型発達児は CVC の語から最初の音素を抽出するよりも、CCVC の語の子音結合

を分解する方が難しいと報告されている 29)。 

さらに、Stahl, & Murray30)は語の音韻構造のレベルが音韻課題の成績に影響を与えると考え、幼稚園児と小学

校 1年生を対象に、4つの音韻のレベル (オンセットとライム, ピークとコーダ (CVC), オンセットクラスター

を成す音素 (CCVC)、コーダクラスターを成す音素 (CVCC)) の音韻課題 (混成・抽出・削除・分解) を行った。

その結果、最も容易なのはオンセットとライムのレベルで、次に易しいのはピークとコーダレベル、その次がコー

ダクラスターを成す音素のレベル、最も難しいのがオンセットクラスターを成す音素のレベルだった。 

また、Bruck, & Treiman31)は読み障害児と読みのレベルが同等の小学校 1, 2年生の統制群に対して、音韻意識

課題を行っている。その結果、両群ともに音素再認課題 (呈示された単語リストに特定の音素が含まれているか

を判断する) と音素削除課題において語頭の子音結合の子音で困難を示した。ただし、音韻意識課題の成績は読

み障害児の方が低かったと報告している。 

Snowling18)によると、幼児は綴りの学習において、初めは単語中の目立った音を表す 1 文字のみを書き (例: 

dressを聞いて‘s’)、次に中間の音を飛ばして境界を構成する音のみを書くようになり (例: backを‘bk’)、

その後、より難しい単語の書字で部分的には音声的に正しい綴りの誤りが見られるようになる (例: friends を

‘fes’)。この段階では子音結合が欠ける例が多く観察されるといわれる 32,33)。また、有声音と無声音の混同もよ

くみられる (例: blouses を plousis) と報告されている。この現象について、Snowling18)は母音に鼻音の nや m

が続く言葉は幼児にとって特に難しいと述べている。さらに、実験的にも母音に鼻音が続く単語で最後の子音が

無声音である場合、子音結合から鼻音が省かれるケースが最後の有声音である場合に比べて多い (bentを betと

書いてしまう子どもは多いが、bendの場合はそのような誤りが少ない) ことが分かっている 34)。一方、読み障害

児も単語中の子音結合の綴りを特に苦手としていることが他の研究から明らかになっている 31,35)。 

３) 複数の要因の相互作用に着目した研究 

語の音韻的複雑さの要因として、3 つめに複数の要因の相互作用に視点を当てた従来の研究を紹介する。まず、

音読に及ぼす影響として、Snowling21)は単音節と 2 音節の音韻的な複雑さを変えた非語の音読課題を読み障害児

と統制群に行った。その結果、単音節非語では読み障害児と統制群との間に差がみられなかったが、2音節非語で

は読み障害児の誤答数が統制群よりも高く、反応も遅い傾向があった。また、2音節非語の中で特に子音結合を含

む語の読みが困難であったと報告している。 

近年、非語の復唱に使用される刺激語についても、音節数以外の語の音韻的複雑さに関して検討されている。非
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語の復唱については、読み障害児の他にも特異的言語発達障害 (Specific Language Impairment, 以下 SLI) の

子どもが困難さを示すことがよく知られている 36－38)。SLI とは、知的能力の障害、聴覚障害、自閉症や明らかな

神経学的異常などの言語発達を阻害する要因がないにも関わらず、言語発達に限ってその正常な発達が妨げられ

る障害をさす 39)。両障害の基盤に音韻障害があるのではないかという考えが支持されており 25,40)、非語の復唱に

着目して両者を比較した研究も行われている 41)。 

Marshall, & van der Lely17)は、SLIと読み障害をもつ群、SLI単独群、読み障害単独群、統制群を対象に、頭

子音の子音結合の正確さに及ぼす語内の位置とストレスの有無の影響について検討した。ストレス (stress: 強

勢) は語アクセントの一つである。語アクセントとは、語内の特定の部分を際立たせることにより、語としての

まとまりをつけようとするものである 20)。語アクセントという音韻特徴を有する言語は 2 種類に大別され、ピッ

チアクセントは語の際立ちを高低の変化によって表そうとする言語であり、ストレスアクセントは主に強さの変

化によって表す言語である 20)。日本語はピッチアクセント言語、英語はストレスアクセント言語である。 

語頭の音節は心理言語学的に強いと分類され 42)、一方でストレスのある音節は音声学的に強いと判断される 43)。

頭子音の子音結合の位置 (最初・最後) とストレスの有無を統制した 4種類の 3モーラ非語の復唱課題を行った。

その結果、SLI と読み障害の両方をもつ群において、語中の子音結合は語頭の子音結合の復唱よりも難しかった。

読み障害のみをもつ群において、ストレスのない子音結合はストレスのある子音結合よりも正確さが低下した。

定型発達児群においては、語の子音結合の位置とストレスの有無に成績の影響を受ける子どもは存在しなかった。

これらの結果について、Marshall, & van der Lely17)は、SLIと読み障害児の間の音韻の質の差を示す初めての結

果であり、音韻表象において構造的な位置とストレスは独立して発達する可能性を示唆している。 

欧米では、就学前における読み障害の前駆症状を明らかにする研究が行なわれており 44－48)、親が読み障害をも

つなど遺伝的に読み障害の発症リスクがある就学前の子どもを対象にして、子どもが読みでつまずく前に出現す

る症状を明らかにすることを目的としている。 

読み障害のリスクをもつ子どもの発話についても、音節構造の複雑さの点から検討されてきた。Lambrecht Smith 

et al. 49)は、生後 8～19ヶ月の間において 19名 (読み障害の高いリスクをもつ子ども 13名, 読み障害のリスク

は低い定型発達を示す子ども 6名) の喃語について検討している。音節の複雑さの発達を 11ヶ月間で 5つの時期

に区切って調べた。その結果、後に読み障害をもつ可能性のある子どもは読み障害のリスクをもたない子どもに

比べて、基準喃語の割合が低く、複雑な音節構造も少なかった。基準喃語とは子音+母音の構造をもつものをいい、

喃語ははじめ母音のみの過渡的喃語であり、その後基準喃語が出現する 50)。これらの結果から、音節の複雑さは

音韻の複雑化の早期の指標となるとともに、このレベルの違いは読み障害児の音韻体系がどのように構成されて

いるかに関する示唆を提供すると述べている。 

以上、語の音韻的複雑さが読みや発話に及ぼす影響について紹介した。これらの研究は、読み障害児や読みの獲

得過程における定型発達児は、音読および発話面において、語の音韻的複雑さの影響を受けやすいこと、読み障害

のリスクをもつ幼児はリスクをもたない子どもに比べて語の音韻的複雑さの影響をより受けやすい可能性がある

ことが示されている。 

2.3 リズム・ストレスに視点を当てた研究 

 次に、音節以外の韻律に視点を当てた読み研究を概観する。韻律とは プロソディー (prosody) とも呼ばれ、

一つ一つの音 (分節音, 単音) が連なって音節・語・文などの言語単位を作り出す時に起こる音声現象を総称し

たものである。具体的には語レベルで起こる語アクセントや句・文・談話のレベルに観察されるリズム・イントネ

ーション・ポーズなどが含まれる 19)。 

  Ramus51)は、読み障害の音韻については音韻意識や音韻カテゴリーの研究が多いが、読み障害の音韻表象につい

てさまざまな面から検討する必要があり、その一つとして音節構造、ストレス、イントネーション、リズムが属す
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る超分節的知識 (supra-segmental knowledge) を挙げている。超分節的側面は一般的に韻律と同義で使われてい

る。したがって、これまで紹介してきた音節構造は韻律的側面に含まれる。ここからは、特にリズム、ストレスに

視点を当てた研究を概観する。 

Wade-Woolley, & Wood52)は、これまであまり注目されてこなかったリズムについて、読みの獲得と読み障害の研

究において着目する必要性を論じている。リズムは言語発達や発話の処理において重要であるといわれているが、

読みについても音韻意識課題 (特に多音節語の操作) や流暢な読みにリズムが関係していることが示唆されてお

り、綴りについても特にストレスタイミングの英語のような言語において関係する可能性を示唆している。 

読み障害とリズムとの関係に関する初期の論文の一つに Wood, & Terrell53)があり、読み障害児 (本文では poor 

reader) のリズムの音韻意識について検討している。課題は、速い話し言葉の知覚、リズム意識 (リズムパター

ンマッチング課題)、ライム削除、音素の削除であった。その結果、読み障害児はリズム意識の課題で発達的な遅

れを示したが、話し言葉の知覚において有意差はなかった。この結果から、読み障害児の超分節的な音韻意識スキ

ルについて考える必要性を述べている。 

また、de Bree et al.44)は語のストレスに着目し、オランダ語を母語とする読み障害の発症リスクがある 3歳

の子どもと統制群を対象として、語のストレスの産出を検討した。課題はストレスパターンを変化させた非語を

復唱することであった。その結果、読み障害のリスクをもつ子どもは規則的なストレスパターンの語においては

統制群との差が小さかったが、不規則なストレスパターンや存在しない (prohibited) ストレスパターンをもつ

語の復唱においては統制群よりも困難を示し、語の正しい音素の割合も低かったと報告している。さらに、de 

Bree41)では読み障害と診断されている学齢期の児童についても同様の結果が出たことが明らかになっている。 

文字と音との対応関係が比較的規則的な言語においては、読みと強勢の付与との関係が近年注目されている。

イタリア語、ギリシャ語、スペイン語のような語強勢をもつ言語において、強勢の付与は正しく発話するために不

可欠なものであり、読みにおいても特に多音節語において強勢の付与は重要な役割を示すといわれている 54)。 

Paizi et al. 54)は、イタリア語を母語とする読み障害児と読みが熟達している 6年生の統制群を対象に、語強

勢の付与について検討している。イタリア語においては、多音節語の語強勢の付与は予測できず、特に低頻度語へ

の語強勢の付与は強勢の優位性 (語末から 2 番目の音節へ強勢をおくのが優位／規則的であり、語末から 3 番目

の音節へ強勢をおくのが非優位／不規則) と強勢の隣接性によって変化するといわれる。実験 1 では、語の頻度 

(高頻度, 低頻度) と強勢の優位性 (優位, 非優位) を操作した刺激語の音読課題を行った。その結果、統制群は

強勢優位性に影響を受けなかったが、読み障害児は語の頻度に影響を受け、低頻度語においてより規則的な強勢

の誤りが多かった。また、実験 2では、強勢の優位性と強勢の隣接性 (共有する部分が多い, 少ない) を統制し

た刺激語を用いた。誤りを分析した結果、強勢の隣接性は統制群と読み障害児群の両方において、強勢の優位性に

関係なく低頻度語の読みに影響を及ぼした。 

また、ギリシャ語においては定型発達児を対象に、音読する際の強勢の付与について検討されている 55)。強勢

の位置、音節数、子音結合の数を変化させた刺激語の音読課題を行った。その結果、定型発達児は非語を読む際に

既定の (default) 韻律パターン (語末から 2番目の音節に付与する) に当てはめていることが明らかになった。 

スペイン語においても定型発達児を対象に、語強勢と音読との関係について検討が行われている 56)。その結果、

スペイン語では音読の際に音韻規則によって強勢の付与が行われることが明らかになった。さらに、Gutierrez 

Palma, & Palma Reyes57)は、定型発達児における強勢の感受性と読みの成績との関係を調べている。その結果、強

勢の感受性と強勢の規則の知識は読みに影響し、読みの流暢性を促進することが明らかになった。 

このように、リズムやストレスに着目した読み研究を概観すると、読みの障害及び読みの獲得には音節以外の

韻律面も深く関係しており、言語学的な知見とも関連があること、特に綴りが文字と音との対応関係が規則的な

言語においては読みと強勢の付与との関係が示唆されていることがわかる。 



大阪信愛学院大学紀要 第 1巻, 1-10, 2023 

 

6 

 

3． 言語学の知見をふまえた読み研究の必要性 

これまで見てきたように、読みの障害および獲得と音韻とは、言語学的な知見からみても深く関係していると

考えられる。したがって、我が国においても本論文で紹介した研究を参考に、以下のような日本語の言語学の知見

をふまえた読み研究を進める必要があると考える。 

語の音韻的複雑さの影響について検討した欧米の研究を紹介したが、言語によって語の音韻構造は異なるため、

語の音韻的複雑さは各言語により多様性がみられると考えられる。その一方で、言語間で共通する部分もある。し

たがって、我が国の読み研究においては、日本語の音韻構造をふまえて読みの獲得や障害について検討すること

が今後の研究課題の一つであると思われる。 

日本語の音韻構造は、図 2のようになっており、モーラ、音節、フット、語の順に単位が大きくなる。ただし、

日本語においてはほとんどが音節とモーラは一致しており、音節とモーラの間に食い違いが生じるのは、撥音 

(ん) や促音 (っ)、長音 (ー)、二重母音の第 2要素 (ai, au) という 4つの要素が独立したモーラを形成しなが

らも、独立した音節を形成しない特殊拍に限る 58)。現在、日本語の読み研究や読み障害の検査に用いられている

刺激語は、語のモーラ数のみが取り上げられることが多いが、音節やフットなどの面についても検討する必要が

あり、効果的な読みの指導にもつながると考えられる。 

また、読み障害をもつ場合、第二言語としての英語教育により困難を示すことが多いことが知られている。困難

さを把握し、支援につなげるためには両言語の音韻の知識をふまえて検討する必要がある。さらに、欧米では、読

み障害の音韻の問題について SLIのみならず、発話の問題である構音障害との関係からも研究が行われているが、

日本ではほとんどない。この点も今後の課題である。 

次に、リズム・ストレスに着目した読み研究の必要性について述べる。読みの障害及び読みの獲得には強勢やリ

ズムなども深く関係しており、特に読みとストレスの付与との関係については、文字と音との対応関係が比較的

規則的な言語において研究が盛んに行われていることを述べた。日本語の仮名文字は文字と音との対応関係が高

度に規則的であり、また日本語のアクセントはピッチアクセントである。近年、強勢をもつ言語と同様に、日本語

においても非語の音読の際のアクセント付与と音韻規則には深い関係があり、アクセントの付与は読みの流暢性

の発達に影響を与えることが明らかになった 59)。読み障害の臨床に生かすために、さらなる韻律的側面に関する

検討が待たれる。 

 

図 2 日本語の音韻構造 (窪薗, 1998を一部改変) 

 

4． おわりに 

本稿では読み障害および読みの獲得と音韻との関係に関する研究の動向を概観し、我が国の読み研究における
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今後の課題を述べた。まず、言語学的な知見をふまえた読みと音韻との関係についての欧米の研究を概観した。そ

して、読み障害児や読みの獲得段階における定型発達児は語の音韻的複雑さの影響を受けやすいこと、読み障害

児はリズムやストレスなどにも困難さをもつこと、を示す知見を紹介した。最後に、言語学の知見をふまえた我が

国の読み研究の必要性について述べた。 
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